
「
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
不
安
定

な
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
、
犯
罪
や
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
生
徒

の
皆
さ
ん
に
防
犯
や
交
通
安
全
に
関
す
る
良

い
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
自
分
の
命
を

自
分
で
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
生
野
さ
ん
。

鹿
児
島
綜
合
警
備
保
障
（
株
）
が
防
犯
と

交
通
安
全
を
組
み
合
わ
せ
た
教
育
を
実
施
す

る
の
は
初
め
て
の
試
み
だ
と
い
う
。

「
今
後
、
県
内
に
展
開
し
て
い
く
上
で
の

大
き
な
一
歩
で
す
。
ホ
ン
ダ
か
ら
安
全
運
転

教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
り
実
践
的
な
指
導
が
で

き
ま
し
た
」
と
生
野
さ
ん
は
成
果
を
語
っ
た
。

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
委
託
事
業
」

を
委
託
さ
れ
て
お
り
、
同
社

で
は
中
・
高
校
生
の
登
下
校

時
の
交
通
安
全
指
導
や
通
学

路
の
危
険
箇
所
点
検
を
担
う

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導
員

を
採
用
・
養
成
し
て
い
る
。

今
回
の
交
通
安
全
教
室
は
、

鹿
屋
女
子
高
校
の
要
請
を
受

け
て
、
同
校
を
担
当
す
る
交

通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導
員
の

梶
原
義
友
さ
ん
と
、
鹿
児
島

綜
合
警
備
保
障
（
株
）
特
別

業
務
事
業
部
特
務
・
教
育
チ

ー
ム
主
任
の
生
野
忠
貴
さ
ん

が
企
画
。

「
鹿
屋
女
子
高
校
で
は
生

徒
約
６
０
０
名
の
う
ち
約
１

４
０
名
が
原
付
、
約
２
０
０

名
が
自
転
車
で
通
学
し
て
い

る
の
で
、
原
付
と
自
転
車
の

運
転
に
関
す
る
具
体
的
な
指
導
の
ニ
ー
ズ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
高
校
生
へ
の
安
全

運
転
教
育
に
実
績
の
あ
る
本
田
技
研
工
業

（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ
ロ

ッ
ク
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
々
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
」
と
生
野
さ
ん
は
話
す
。
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教育
最前線

防犯と交通安全を組み合わせた教育により
自分の命を自分で守る力を身につけてもらう

７
月
２
日
、
鹿
児
島
県
に
あ
る
鹿
屋
市
立

鹿
屋
女
子
高
等
学
校
に
お
い
て
、
鹿
児
島
綜

合
警
備
保
障
（
株
）（
鹿
児
島
市
）
が
主
催

す
る
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

鹿
児
島
綜
合
警
備
保
障
（
株
）
は
、
鹿
児

島
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
中
・
高
校
生
交
通

ま
ず
梶
原
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
が
安
全
に
学

校
に
来
て
、
安
全
に
家
に
帰
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
」
と
、
通
学
路

の
危
険
箇
所
を
説
明
。
日
頃
、
通
学
路
で
指

導
を
し
て
い
る
立
場
か
ら
見
て
、
注
意
し
て

ほ
し
い
交
差
点
な
ど
を
あ
げ
な
が
ら
、
生
徒

た
ち
に
安
全
に

通
行
す
る
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
た
。

次
に
生
野
さ
ん
に
よ
る
防
犯
講
話
。
最
近
、

鹿
児
島
県
内
で
発
生
し
た
事
件
の
話
を
交
え

な
が
ら
、
不
審
者
の
定
義
と
習
性
や
犯
罪
に

遭
わ
な
い
た
め
の
対
応
策
を
伝
え
た
。「
最

近
は
一
見
、
不

審
者
と
見
え
な

い
人
が
突
然
犯

行
に
お
よ
ぶ
ケ

ー
ス
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
と

生
野
さ
ん
は
注
意
を
促
す
。

原
付
と
自
転
車
の
安
全
運
転
指
導
に
つ
い

て
は
、
ホ
ン
ダ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
担

当
。
原
付
通
学
者
と
自
転
車
通
学
者
（
徒

歩
・
バ
ス
通
学
者
も
含
む
）
に
分
か
れ
て
進

め
ら
れ
た
。
原
付
通
学
者
に
は
ラ※

１

イ
デ
ィ
ン

グ
ト
レ
ー
ナ
ー
（
写
真
左
参
照
）、
自
転
車

通
学
者
に
は
ホ※

２

ン
ダ
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
を
活
用
。

鹿
屋
女
子
高
校
で
交
通
安
全
を
担
当
す
る

永
田
忠
士
教
諭
は
「
こ
う
し
た
内
容
の
交
通

安
全
教
室
は
初
め
て
で
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
に
よ
る
教
育
は
、
体
験
を
通
じ
て
危
険
予

測
の
ポ
イ
ン
ト
が
学
べ
る
の
で
効
果
的
だ
と

思
い
ま
す
」
と
感
想
を
語
る
。
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シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る

参
加
体
験
型
の
教
育

ル
ー
ル
を
守
る
意
識
が

事
故
や
犯
罪
か
ら
身
を
守
る

ポ
イ
ン
ト
○3

ポ
イ
ン
ト
○2

1

「交通安全教室」の内容

通学路の危険箇所
交通マナーアップ指導員の
梶原義友さんが高校周辺にあ
る信号機のない交差点の安全
な通行方法などを解説。

鹿児島綜合警備保障（株）・交通安全教室

鹿児島綜合警備保障（株）の
生野忠貴さんが不審者は「光」
「音」や「人の目」を嫌うと
いう習性を説明。遠回りでも
人通りのある明るい道を通行
すること、防犯ブザーを携帯
すること、歩きながら携帯電
話や音楽プレーヤーを使用し
ていると不審者に気づきにく
くなるので控えることなどを
アドバイスした。

8本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１０年１０月２０日発行予定となります。

防犯講話2

座学では原付、自転車それ
ぞれの事故の特徴、加害事故
を起こしてしまった場合の賠
償責任などについてHondaの
インストラクターが解説。

安全運転指導3

●
涌
谷
町
（
宮
城
県
遠
田
郡
）

交
通
安
全
専
従
指
導
員

大
平
由
香
さ
ん

私
た
ち
涌
谷
町
の
指
導
員
は
、
各
幼
稚
園
・
保
育
園
に
対

し
年
５
・
６
回
交
通
安
全
指
導
を
行
い
ま
す
。
通
常
は
、
紙
芝

居
や
人
形
劇
な
ど
を
交
え
た
交
通
ル
ー
ル
等
の
指
導
で
す
が
、

年
長
児
向
け
に
は
小
学
校
ま
で
の
登
校
訓
練
を
実
施
し
た
り
、

年
１
回
は
地
域
の
教
習
所
に
ご
協
力
い
た
だ
き
教
習
所
構
内
で

の
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
向
け
に

は
、
各
行
政
区
別
に
年
１
・
２
回
程
度
、
交
通
安
全
の
寸
劇
な

ど
を
交
え
た
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
指
導
の
際
の
内
容
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う

に
、
自
主
的
に
県
内
の
指
導
員
同
士
で
集
ま
り
、
研
修
会
を
実

施
す
る
な
ど
情
報
交
換
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
他
県

で
の
指
導
内
容
を
学
ぶ
た
め
に
、S
J
紙
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

涌
谷
町
で
は
４
月
か
ら
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
県
内
全

教
習
所
で
の
認
定
教
育
に
一
律
２
５
０
０
円
の
助
成
金
を
出
す

取
り
組
み
を
始
め
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
含
め
て
、
広
く
町
民
の

方
の
交
通
安
全
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

ご愛読者のみなさまへ
SJに対するご意見・ご感想をお寄せください！
SJ編集部では今後の紙面づくりの参考にさせ
ていただくため、みなさまのご意見･ご感想･ご
要望を下記メールアドレスにてお待ちしており
ます。

sj-mail@spirit.honda.co.jp

読
者
の
声

生
徒
の
防
犯
意
識
を

高
め
る

その後、Hondaのインスト
ラクターによる危険予測トレ
ーニングが行われた。ライデ
ィングトレーナーとHonda自
転車シミュレーター（写真右）
を、生徒の代表者に体験して
もらい、その運転状況が大型
スクリーンに映し出される。
体験が終わると、その過程を
再生し、事故に遭った場面で
はどのような危険予測が必要
だったかを、生徒たちに考え
てもらう。

原付通学者には屋外で原付
の日常点検、ヘルメットの正
しい着用の仕方も伝えた。

通
学
路
の
危
険
箇
所
を

伝
え
る

ポ
イ
ン
ト
○1

交通安全教室には鹿屋女子高校の生徒約600名が参加

鹿児島綜合警備保
障（株）交通マナ
ーアップ指導員の
梶原義友さん

鹿児島綜合警備保障
（株）特別業務事業部特
務・教育チーム主任の
生野忠貴さん

ライディングトレーナーを活用し
た危険予測トレーニング

※1 ライディングトレーナー＝ライダーの危険予測能力を高めることを目的に、Hondaが開発し
た二輪車安全運転教育機器。運転操作に応じた走行映像がモニターに映し出され、二輪車の
疑似走行体験を可能としている。

※2 Honda自転車シミュレーター＝自転車利用者のマナーや危険予測能力を高めることを目的
に、Hondaが開発した体験型教育機器。詳細は以下のホームページを参照。
http://www.honda.co.jp/simulator/bicycle/


